
全力結集で挑戦し、

Ｃ
Ｓ（
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、

酪
農
家
や
繁
殖
農
家
で
生
ま
れ
た
子
牛

を
引
き
取
り
、
肥
育
ま
た
は
繁
殖
の
素

牛
と
な
る
月
齢
ま
で
飼
養
管
理
・
育
成

す
る
施
設
で
す
。
ま
た
、Ｃ
Ｂ
Ｓ（
キ
ャ

ト
ル
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

は
、
酪
農
家
か
ら
乳
用
種
雌
子
牛
、
も

し
く
は
繁
殖
農
家
か
ら
和
牛
雌
子
牛
を

預
か
り
、
育
成
・
妊
娠
さ
せ
、
分
娩
数

カ
月
前
ま
で
飼
育
す
る
施
設
で
す
。
こ

れ
ら
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
酪

農
家
や
繁
殖
農
家
は
、
子
牛
の
飼
養
管

理
・
育
成
・
種
付
け
な
ど
の
作
業
が
な

く
な
り
、
労
働
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
域
の
養
牛
生

産
基
盤
を
維
持
・
拡
大
す
る
た
め
Ｃ
Ｓ
・

Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ｂ
Ｓ
は
、
養
牛
農
家
か
ら
牛

を
預
か
り
集
団
飼
育
し
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
農
場
か
ら
牛
を
預
か
る
た
め
、
病

原
体
を
持
ち
込
ん
で
し
ま
う
リ
ス
ク
と

常
に
隣
り
合
わ
せ
に
あ
り
ま
す
。
い
っ
た

ん
病
気
が
持
ち
込
ま
れ
て
発
生
す
る
と
、

集
団
飼
育
の
た
め
に
病
気
が
拡
が
り
や

す
い
と
い
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
特
に

Ｃ
Ｓ
で
は
子
牛
の
免
疫
力
が
未
成
熟
な

た
め
、
出
荷
元
の
農
場
、
農
場
か
ら
施

設
ま
で
の
輸
送
中
、
そ
し
て
、
育
成
す

る
施
設
に
お
い
て
感
染
症
に
か
か
り
や
す

く
、
疾
病
に
よ
る
問
題
が
し
ば
し
ば
起

き
て
い
ま
す
。
疾
病
が
発
生
し
て
し
ま

う
と
子
牛
の
発
育
不
良
、
飼
料
効
率
の

低
下
、
治
療
コ
ス
ト
の
増
加
や
死
亡
の

発
生
に
つ
な
が
る
の
で
、
健
康
な
子
牛

の
育
成
及
び
施
設
の
安
定
的
な
運
営
に

は
疾
病
の
予
防
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
運
営
す
る
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ

Ｂ
Ｓ
で
の
疾
病
予
防
を
目
的
に
、
全
国

５
カ
所
の
家
畜
衛
生
研
究
所
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
分
室
（
図
１
）
で
は
、Ｃ
Ｓ
・
Ｃ

Ｂ
Ｓ
及
び
そ
の
地
域
の
関
係
者
と
協
力

し
、
定
期
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
ま
で
の
過
去
３
年
間
で
は
、

分
室
所
属
の
獣
医
師
が
全
国
１７
農
場
を

対
象
に
重
点
的
に
衛
生
対
策
支
援
を
行

い
ま
し
た
（
図
２
）。

散
を
予
防
す
る
た
め
の
対
策
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

②
農
場
の
定
期
巡
回
、定
期
検
査
の
実
施

農
場
に
訪
問
し
、
飼
養
状
況
や
衛
生

状
態
、
牛
の
健
康
状
態
や
生
産
成
績
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
適
否
、
疾
病
の
有
無

と
浸
潤
状
況
、
有
効
な
薬
剤
を
選
択
す

る
た
め
の
検
査
な
ど
を
実
施
し
、
よ
り

効
果
的
な
衛
生
対
策
を
提
案
し
て
い
ま

す
（
写
真
）。

③
事
故
対
応
・
原
因
究
明
の
た
め
の
検
査

地
元
獣
医
師
と
連
携
し
、
疾
病
の
原

因
究
明
の
た
め
の
検
査
や
、
検
査
結
果

Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ｂ
Ｓ
へ
の
支
援
対
応
は
大
き

く
分
け
て
４
つ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
（
図
３
）。

①
導
入
牛
の
健
康
診
断

さ
ま
ざ
ま
な
農
場
か
ら
導
入
さ
れ
る

牛
に
つ
い
て
定
期
的
に
病
原
体
の
保
有

状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
疾
病
の
場
内
拡

に
基
づ
く
再
発
防
止
策
や
治
療
方
法
の

提
案
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

④
勉
強
会
・
研
修
会
の
実
施

農
場
の
検
討
会
に
参
加
し
、
検
査
結

果
や
予
防
対
策
の
提
案
に
加
え
、
病
気

や
衛
生
対
策
に
つ
い
て
の
勉
強
会
の
実
施

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
の
一
例

と
し
て
、
事
故
率
の
改
善
、
治
療
コ
ス

ト
の
低
減
、
増
体
成
績
の
改
善
な
ど
の

成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
４
）。
良

好
な
結
果
が
得
ら
れ
る
ま
で
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ｂ
Ｓ
や
関
係
部

署
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
で
あ
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な
っ
た
継
続
し
た

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

昨
今
の
家
畜
伝
染
病
発
生
状
況
に
よ

り
家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改
正
さ
れ
る

な
ど
、
家
畜
衛
生
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
生
産
性
を
阻
害
す
る
感
染
症

の
予
防
衛
生
対
策
を
通
じ
て
、
農
場
の

生
産
性
向
上
、
養
牛
生
産
基
盤
の
維
持
・

拡
大
に
向
け
て
、
家
畜
衛
生
研
究
所
は

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

全農は中期三カ年計画の重点実施策として、ＪＡグループの運営する
ＣＳ・ＣＢＳへの衛生対策支援を実施しています。

力 集

Ｃ
Ｓ・Ｃ
Ｂ
Ｓ
と
は

家
畜
衛
生
研
究
所
の

取
り
組
み

今
　
後

Ｃ
Ｓ・Ｃ
Ｂ
Ｓ
で
の

衛
生
対
策
の
重
要
性

家畜衛生研究所（ＪＡ・経済連・くみあい飼料・府県本部との取り組み）

図1. 家畜衛生研究所　クリニック分室

結全
ＣＳ・ＣＢＳへの衛生対策支援！

獣医師4名（福岡県福岡市）

クリニック西日本分室

クリニック九州分室

獣医師4名（岡山県岡山市）

クリニック東日本分室
獣医師6名（東京都江東区）

クリニック北日本分室
獣医師5名（岩手県矢巾町）

クリニック北海道分室
獣医師3名（札幌市中央区）

図2. 全農クリニックのCS･CBS対応の推移
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図3. CS・CBSの衛生対策に関する機能分担（例）

事
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数

図4. 事故頭数が改善した例（CS農場B）
哺育牛の事故増加

育成牛の
事故増加

事故は少なく推移

2019年
2月 3 4 5 6

2020年
1月 2 3 4 57 8 9 10 11 12
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写真. 現地報告会の風景
       （CS農場A 2019年6月撮影）

④勉強会・研修会等
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